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このメールジャーナルは今までは SABSNPO 内部向けのものでしたが、今回も、ひょっと

して、 少しでも興味を持っていただけるかも知れない方々にも配信を始めることにしま

した。 受信をしたくないと思われる方々は恐れ入りますが、その旨、下記 メールあて

先にお知らせください。 
このジャーナルのバックナンバーはホームページ（上記 URL）にあります。 
 
 

1）今日の話は昨日の続き、今日の続きはまた明日。 

1-1 不定愁訴という言葉があります。患者側からするとやりきれない話ですが、対患

者側からすると。便利な言葉です。患者側に証明責任をもたせるわけですから・・・。 
しかし、最近は分析方法を含めて解析方法が進んできたため、Evidence Based 
Medicine  という言葉も表れてきました。ただし、Evidence を誰が提供するのか？ 
Medical Professional だけではとても対応できそうにもありません。 
化学分析は長足の進歩をとげ、1 分子の分析(1 yoktomole)が可能となってきています。し

かし、どの様な場面での 1 分子かと言うとそこにいたるまでには、まだもう少し時間が掛

かります。 1 人の人間に 1 分子なのか、水 80 リットルに 1 分子なのかによって、まった

く違った問題になってしまいます。 
1-2 今度の定例会では敢えて、PERFUME(香水)をとりあげました。Perfume と英語で

示す意味は。この領域は科学よりも芸術だと思っている人が多いですし、単行本の表

紙を見てもいかにも elegance で科学標記になじまない領域と思っている人も多いの

です。  
1-3 直接関係しそうな領域物質は、香粧品、アロマセラピー、デオードラント(消臭剤、脱

臭剤)、煙草、食品フレーバー、、シックハウス症候群などで、現れてくる症状として

は、①アレルギー、②発癌性。③男児胎児の生殖器異常などが言われています。(ただ

し、十分証明されている訳ではなさそうです。アレルギーを中心に記述した書籍をひ

とつかかげておきます。) 

http://www.sabsnpo.org/
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2）第 11 回定例会の報告 

① 出席者 5 名（会員３名） メール送付先（116 名） 
③ ISO TC212 (臨床検査及び対外診断システム)を例にとって、その Liaison 

および Liaison Officer についての紹介をいたしました。日本の関与の仕

方が如何にみすぼらしいか良く判ると思います。 
④ これらに関する CD-ROM を配布しました。 

これらの毎回配布している CD は出席者、正会員の方には無料で配布する

ことになっています。リストはホームページ e-Library にあります。 
 
 

３) 第 12 回定例会のお知らせ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

バイオオテクノロジー標準化支援協会 第 12 回 定例会 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
日時 2009 年 7 月 3 日(金) 午後 1 時 30 分―３時 30 分 
  6 月も会場が取れないので、仕方なく 7 月 3 日の第１金曜日になります。 

8 月は夏休みにいたします。 通知が遅くなりましたこともお詫びいたします 
   （会場には世話人は 12 時から 5 時まで居りますので この時間帯にきてくださって

も結構です。）（Lunch を持ってきてこの場所で食べてくださっても結構です。 
    コーヒ は十分にあります。） 
場所 八雲クラブ（ニュー渋谷コーポラス 10 階-1001 号）(首都大学東京同窓会）  
 （前回の出席者の方から会場の場所が分かり難いというコメントがありました。 
   簡単な見つけ方は、まず、“東急ハンズ”を見つけてください。 正面から見て左の

辻を入るとハンズの商品の搬入口があります。 その入り口の左側がニュー渋谷コ

ーポラスの入り口です。）地図はホームページ ジャーナルの 10号に載っています。 
   住所： 渋谷区宇田川町 12-3 
   電話番号： 03-3770-2214 
 

話題  

Perfume(香水） 
大気の汚染関係ですので、ISO では TC146 です。この委員会には 6 の SC がありま



す。SC6 が室内空気の関係です。この SC6 には１５の WG があります。 
日本が Secretariat をしているのはこのうちの１２，１３WG で自動車室内の揮発性物

質 についての標準化です。この委員会についての活動を日本側で調べるのは難しそう

です。脱臭剤関係はこの WG のはずです。香水についてはまだはきりした活動はあり

ませんが、関係しているとすれば、この委員会の筈です。いままでのところ香水と ISO
は関与はなさそうですが。いろいろの group での検討は始まっているようです。以下

にその例を挙げて起きます。 
 
１ WG リスト 

 

 
２ Perfume linked Cancer 



 
３ Our Stolen Future 

 
 
4 Perfumes の構成成分の分析 



 
 
 
 



４）ホームページに e-library のリストがあります。 会員の方はその中から

希望のものをご指摘ください。 
 


